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C 暮しを豊かにするには
11くらしをゆたかにするには寸と言うと､先ず､所7-tt.

を増やす方法だろうとの期待は案外､多いものですO

資金の余り怒れない農Jdにとっても､生柄がゆたかにな

れる方法､又資本はなくてもよくなる方法はなV,でしょ

うか? 一応､経でも耳を傾けてみたくなりますOが今

月は家庭の管堺者としての立場から考えられる2-3点を

あげてみたV,と恩V,ます｡

す べてに 目標をはっき り

どのような仕事をする場合でも､まず第一に､この仕

事は､何を川票にしてやるべきかを､は っきり見定める

ことから入りたいものです｡例えば買物にゆくにしても

漠然とでかけて､思いつく侭に､手あたり次第に買 った

のではさし当り役に立たないものばかり買 ってしま って

必要なものを忘れたりすることもあります｡その場では

よい買物をしたと思 ったことも､わが家に帰 って考えて

みると､ちぐはぐであったりして､結局は時間の無駄､労

力の鮒駄､金銭の無駄は大きV,ものでしょう｡交換経済

の現在では､生活物資のほとんどが買物によって賄われ

てV,るのですから､買物のfrn/Jを明らかにしなvlで行動

することは禁物です｡文豪蔀労働の最大部分を占める調

理なども､何のための食生活であるかという大局的な目

標によって､晦日の献立を立てて､それにしたが って､

材料の買出しをすれば､やはり､時間､労力､又金銭の

経済にもなりましょう｡

更に､家庭生活の仕事には､当面の仕事もあれば､長

期継続的な仕事もあります｡何時も目先のことばかりに

とらわれて､あくせく張したのでは､家族のもつ目標も

見集 ってしまいがちで､宰V,､つまらなV,生活として子

供たちにまで疎んぜられてしまvlますo

育児や子供の教育を次代の社会人として役立つ人物に

育てるというところの目標があれば､個性にあわないこ

とや､又能力に適しなV,進路を選ばせて失敗するような

こともなくなると思いますO生活の内容に､もっとはっ

きりした目標をたてることを第-主義にしてその効果を

あげたV,ものです｡

時 間 の 使 い 方

農家の主婦は一般に生産 (農事)労働と家事労働に追

われ､余暇の時間をもっことさえできずに､唯､黙々と

して､家族のために働かなければならない実情が多V,よ

うですO如何なる職業にあっても､1,1健康で文化的な最

低限度の生活を営む権利寸が許されている今日､-^農

家の主婦のみがこうした状態に甘んじて暮さなければな

らなV,とV,うことは不合現だと思V,ます｡ この事実は単

に家庭生活 のもつ仕事 (家事労働) の種類だけでも非

常に多V,のにかかわらず､それに農作業がプラスされる

のですから､とても大変なことです｡しかも1円の時間

は24時間を限度としています｡仕事を処球するものは､

この限られた時間内で限られた人間の労力に待たなけれ

ばならなvlのですから､よほど頭を働かして､知恵をし

ぼらなければなりません｡

A. 生 活 時 間 の 反 省

時間がなV,､時間が足りなV,とV,うことがよく言われ

ますが､果して時間は不足なのでしょうか0 時間さえ

あれば､あれも､これも片付くというが､仕事の量に対

してそんなに不足でしょうか｡

世間では ｢多忙な人ほど多く仕事を片付けてV,るD物

を汲むなら忙しV,̂ 紅顔め｣とV,う事もあります.何か

しら考えさせられるものがあります｡1日はいかなる人

にも､平等に24時間与えられて居ります｡この原則をわ

きまえて､どんなに忙しい農家の主婦であっても､いそ

がしければこそ時間を最も有効に活用する能力の持主に

なりたV,ものですo
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B. 生 活 時 間 実 態 の 把 握

生活樟間を上手に計画する捌こも､先ず患家の主婦と

しての一日､一過の生清時間D実態を知ることが大事で

す｡次に示されて居ります豊壌主婦の生柿時間記入例や

川形グラフの生活席間を参考;=して､F1分日身の生活時

間の記録末をつくって比較検討してみましょう｡

① 都市と農村の主婦の生柄時間 (平均他)

④ 盛付主婦の生活時間lfd入例

⑨ R分の生析時間調香求

C. 生 ラ舌 時 間 を 合 理 的 に

合和的な時聞 計画を立てることは､時 間の節 約であ

り､労力の節約でもあり､又物の節約とも関越するもの

ですO計耐的に物事を処押することは､一･度で済むこと

を二度 ･-.腔くり返すことなく､手順よく考えて､僅かな

時間で処用することかできるようになります｡家庭内の

仕L拝D巾には､短口決 ってくり返されるものもあるから

殊必 こ計画炎や時間割を作らなくとも､HWr]Lに運ばれる

と考えられモすが､それでは､棚 の向上を期待するこ

とが 亡きなくなります｡起床､就鮎はともかくとして､

食7Jfの支度､後片付､掃除等についてよく考えて計両的

に行うことによって､仕事はJ能率化され､しかも余暇の

時間を生み出し､上手に活用することは､より有効な時

間の糾用法とも言えましょう｡

例えば､どんなに忙しくても､媒族の鍵俳の為の余生

の充実を計ることは大切ですo沖純のLE-域の特徴とも云

える'衷朕出業は､J家族の-,Fiとしての主鮎の91･佃ノ)は大

きいものですOその上に主婦としての炎皇Ji'iil･個の負担は

過労となり､遂に家族の大事な食/i-満 にしわよせとなり

-F･を箭 /,たf717単な食事で折よしてしまうような車が多く

ならないように注意したいものです｡その為には､食事

のための時間を計画してみることもよV,でしょう｡ (衣

族D人j剖こ公然と食事準肺の暇をLl;って仰仕事を一･足先

にひきあげるようにする｡)

① 閃 単 な 献 立 を

食軒をつくる時間を短かくすることは､やはり先手型

にな っての用意をよくしておくことです｡台所の設備を

よくするのも大事でしょうが､又誹にもすぐ実行できる
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のは､予め簡単な献立を立ててお くことです｡献立をま

とめて寸.てることは､ち ょっと位劫のようですが､毎日

のように何にしようかと思案にくれるよりも､よりよvl

-̂l法だと思vlます｡せめて一週間のrl雌口を中心とした

方針杜は立てておきたV,ものです｡ (過に何回位､新鮮

な魚肉や拙語源が使えるかなとの大まか な計両を立て

る)

夕方にな って畑仕事の揺りに､何にしようかと考えた

り､まあまあお店で物をみてからと､考えのは っきり定

まらない侭に;r買物にでかけて､店先であれにしようか､

これにしようかと迷い､又刑期にとりかか ってからも､

ああ恩V,､ こう思V,甫したりするのは､壮んとに相調の

浪紺です.そればかりではなく､食品もかたよりがちに

なり､q'''基的欠Iyrlも多いことでありましょう｡その上､

温く食べたV'料PP.がす っかり冷めてしまって､まずV,負

事にな ってしま ったとV,う事がなvlよr)に時前の整備を

よくしましよう

@ 門物も計両を立てて

先 T'献_1.が立 っておれば､その口に･EAffJ:ものがすぐ

にわかるので迷わずに買物が済まされますし､一過､一

カ月分 (乾物 ･豆類 ･調味料 ･拙詰類)をまとめて買 っ

ておけるものは､とくV.先の店で卸1-'iで折まし､季節に

よっては肉や.qは 二､_=.度分位にまとめTITって､半謝辞

にしてお くこともよvIJj法です,JJ非計耐性のあるr了物

を1拭みましょう｡

Ci)料仰は-T=Irnを考えて

急V'で料州をしなければならない時のJjが多い新と存

じますが､どんなにせわしくても､V,きなりとりかから

ずに､先ず2-3分ははじめから終りまでの FJlはを考え

てみましょう.ち ょっとした心の配り方で､9:J･))､時間

燃料とも､ず っと経済的です｡又､調味料や凋用器具も

1,め手近かに揃えておきましょう ｡

生挿時間を経済的に使う主婦､生みLLJ.した余唱をいか

に川和するか努力する主婦､何時もn党した目標のある

主如こそは､ ｢恭しを豊かにする｣ ことのできる能力の

持主とな りましょうO (斬 1亘郡 代 子)
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あなたの生 活 時間表 (記録 してみま しょ う)

,2 1 2 3 4 5
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